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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信信号を中間周波信号に変換するフロントエンド回路と、
　前記中間周波信号を増幅するＩＦ段信号処理回路と、
　前記中間周波信号を復調するＦＭ検波回路と、
　前記中間周波信号の電界強度に対応する信号を出力するＳメータと、
　前記Ｓメータから出力される前記信号に基づいてマルチパスノイズの有無を示す信号で
あるマルチパスノイズ検出信号を出力するマルチパス検出部と、
　前記ＦＭ検波回路から出力される復調信号に含まれるマルチパスノイズを減衰させるコ
ンポジット段信号処理回路と、
　を有し、
　前記マルチパス検出部は、
　前記Ｓメータから出力される前記信号を平滑化する平滑化処理部と、
　前記信号を遅延させる遅延処理部と、
　前記平滑化処理部から出力される信号を増幅する増幅部と、
　前記遅延処理部から出力される信号と前記増幅部から出力される信号とを比較して、パ
ルスノイズが存在する期間を示す信号であるパルスノイズ判定信号を出力するパルスノイ
ズ判定部と、
　前記遅延処理部から出力される信号について、前記パルスノイズ判定信号によってパル
スノイズを除去する処理を行うノイズキャンセル処理部と
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　を含み、
　前記ノイズキャンセル処理部は、
　前記パルスノイズが存在する期間において、前記パルスノイズが存在する期間の前の期
間に前記遅延処理部から出力される信号、または前記パルスノイズが存在する期間の後の
期間に前記遅延処理部から出力される信号に基づいて、前記遅延処理部から出力される信
号を補間すること、
　を特徴とするＦＭ受信装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のＦＭ受信装置であって、
　前記平滑化処理部は、前記Ｓメータから出力される前記信号の移動平均を求めることに
より前記信号を平滑化すること
　を特徴とするＦＭ受信装置。
【請求項３】
　請求項１に記載のＦＭ受信装置であって、
　前記平滑化処理部は、前記信号を平滑化するローパスフィルタを含むこと
　を特徴とするＦＭ受信装置。
【請求項４】
　請求項１～３の何れか一項に記載のＦＭ受信装置であって、
　前記復調信号に含まれる主チャンネル信号及び副チャンネル信号を抽出するステレオ復
調回路と、
　前記主チャンネル信号及び前記副チャンネル信号に基づいて、Ｌ信号及びＲ信号を生成
するオーディオ段信号処理回路と
　を有し、
　前記オーディオ段信号処理回路は、前記主チャンネル信号と前記副チャンネル信号との
分離度を変化させるセパレーション処理部、又は、高周波成分を除去することによりＳ／
Ｎ比を改善するハイカット処理部のうちの少なくともいずれかの処理部を含むこと
　を特徴とするＦＭ受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、マルチパスノイズ検出装置及びＦＭ受信装置に関し、パルスノイズが存在
する場合でもマルチパスノイズのみを確実に検出できるようにするための技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＦＭ受信装置においては、ビルや山などの障害物によって電波が反射することに起因す
るノイズであるマルチパスノイズが問題となる。このため、従来からマルチパスノイズを
除去する様々な仕組みが提案されている（例えば、特許文献１～特許文献３を参照）。
【０００３】
　図７にマルチパスノイズの除去機能を有するＦＭ受信装置１の一例を示している。同図
に示すＦＭ受信装置１は、アンテナ１０、同調及び受信信号の高周波増幅を行うとともに
受信信号を中間周波信号に変換するフロントエンド回路１１（ＦＥ回路）、中間周波信号
の電界強度に応じてフロントエンド回路１１の増幅利得を制御するＡＧＣ回路１２（AGC
：Automatic Gain Control）、中間周波信号を増幅する増幅回路やリミッタ回路を含むＩ
Ｆ段信号処理回路１３、中間周波信号を復調するＦＭ検波回路１４、ＡＧＣ回路１２から
出力される中間周波信号に基づいて中間周波信号の電界強度に対応する交流信号（Ｓ－Ａ
Ｃ）及び直流信号（Ｓ－ＤＣ）を出力するＳメータ１５、交流信号（Ｓ－ＡＣ）に基づい
てマルチパスノイズの存在有無を示す信号であるマルチパスノイズ検出信号を出力するマ
ルチパスノイズ検出部１６、ＦＭ検波回路１４から出力される復調信号に含まれるマルチ
パスノイズを減衰させるコンポジット段信号処理回路１７、復調信号から主チャンネル信
号（Ｌ＋Ｒ）及び副チャンネル信号（Ｌ－Ｒ）を生成するステレオ復調回路１８、中間周
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波信号に含まれるイグニッションノイズやミラーノイズなどのパルスノイズの存在を示す
信号であるパルスノイズ検出信号を出力するパルスノイズ検出部１９、パルスノイズ検出
信号に基づいて、主チャンネル信号（Ｌ＋Ｒ）及び副チャンネル信号（Ｌ－Ｒ）からパル
スノイズを除去するノイズキャンセラ２０、主チャンネル信号（Ｌ＋Ｒ）及び副チャンネ
ル信号（Ｌ－Ｒ）からＬ信号及びＲ信号を生成するオーディオ段信号処理回路２１、を含
んで構成されている。
【０００４】
　オーディオ段信号処理回路２１は、Ｓメータ１５から出力される直流信号（Ｓ－ＤＣ）
及びマルチパスノイズ検出部１６から出力されるマルチパスノイズ検出信号に基づいて、
主チャンネル信号と副チャンネル信号の分離度を変化させるセパレーション処理を行う、
ＳＰ処理部２１１（SP: separation）や、高周波成分を除去することによりＳ／Ｎ比を改
善することによりマルチパスノイズを除去するハイカット処理部２１２（HC:High Cut）
を有している。
【０００５】
　図８にＤＳＰ（Digital Signal Processor）を用いて実現されるマルチパスノイズ検出
部１６の構成を示している。マルチパスノイズ検出部１６は、アナログの交流信号（Ｓ－
ＡＣ）をデジタル信号に変換するＡ／Ｄコンバータ１６０、Ａ／Ｄコンバータ１６０から
出力されるデジタル信号を包絡線検波した信号（以下、エンベロープ信号という。）を出
力するエンベロープ検出部１６１、エンベロープ信号に含まれるノイズ成分（マルチパス
ノイズ及びパルスノイズを含む）に対応する周波数帯域の信号を選択するバンドパスフィ
ルタ１６２、パルスノイズをキャンセルする処理を行うパルスノイズキャンセル部１６３
’、パルスノイズキャンセル部１６３’から出力される信号について時定数制御を行う時
定数制御部１６４、を含んで構成されている。
【特許文献１】特開平２－２８３１２９号公報
【特許文献２】特開２００１－３６４２２号公報
【特許文献３】特開２００５－２７７５６５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　図９はマルチパスノイズ及びパルスノイズを含んだ交流信号（Ｓ－ＡＣ）をマルチパス
ノイズ検出部１６に入力した場合にバンドパスフィルタ１６２から出力される信号の波形
の一例であり、図１０は時定数制御部１６４から出力されるマルチパスノイズ検出信号の
波形の一例である。このように、図８に示すマルチパスノイズ検出部１６の構成では、図
９に示すようにマルチパスノイズだけでなくパルスノイズもバンドパスフィルタ１６２を
通過してしまうため、図１０に示すように時定数制御部１６４から出力されるマルチパス
ノイズ検出信号にパルスノイズの影響が現れてしまうこととなる。
【０００７】
　そしてこのようなパルスノイズの影響を含んだマルチパスノイズ検出信号に基づいて、
上述のコンポジット段信号処理回路１７における復調信号に対するマルチパスノイズの減
衰処理や、オーディオ段信号処理回路２１におけるセパレーション処理、ハイカット処理
等の雑音除去処理がパルスノイズによっても動作してしまうこととなり、頻繁に雑音除去
処理が行われて再生音声等のＦＭ受信装置１の再生信号の品質が著しく低下してしまうこ
とがある。
【０００８】
　本発明はこのような問題に鑑みてなされたもので、パルスノイズが存在する場合でもマ
ルチパスノイズのみを確実に検出できるようにすることを可能とするマルチパスノイズ検
出装置及びこれを用いたＦＭ受信装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するための本発明のうちの主たる発明は、ＦＭ受信装置であって、受信
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信号を中間周波信号に変換するフロントエンド回路と、前記中間周波信号を増幅するＩＦ
段信号処理回路と、前記中間周波信号を復調するＦＭ検波回路と、前記中間周波信号の電
界強度に対応する信号を出力するＳメータと、前記Ｓメータから出力される前記信号に基
づいてマルチパスノイズの有無を示す信号であるマルチパスノイズ検出信号を出力するマ
ルチパス検出部と、前記ＦＭ検波回路から出力される復調信号に含まれるマルチパスノイ
ズを減衰させるコンポジット段信号処理回路と、を有し、前記マルチパス検出部は、前記
Ｓメータから出力される前記信号を平滑化する平滑化処理部と、前記信号を遅延させる遅
延処理部と、前記平滑化処理部から出力される信号を増幅する増幅部と、前記遅延処理部
から出力される信号と前記増幅部から出力される信号とを比較して、パルスノイズが存在
する期間を示す信号であるパルスノイズ判定信号を出力するパルスノイズ判定部と、前記
遅延処理部から出力される信号について、前記パルスノイズ判定信号によってパルスノイ
ズを除去する処理を行うノイズキャンセル処理部とを含み、前記ノイズキャンセル処理部
は、前記パルスノイズが存在する期間において、前記パルスノイズが存在する期間の前の
期間に前記遅延処理部から出力される信号、または前記パルスノイズが存在する期間の後
の期間に前記遅延処理部から出力される信号に基づいて、前記遅延処理部から出力される
信号を補間する。
【００１０】
　パルスノイズのパルス幅はマルチパスノイズのパルス幅に比べて短いことが知られてい
る。このため、これらのノイズに対して平滑化処理を行うとパルスノイズの振幅の方がマ
ルチパスノイズより振幅が大きくなる。本発明のマルチパスノイズ検出装置は、パルスノ
イズとマルチパスノイズを平滑化した場合の振幅の差を利用してパルスノイズとマルチパ
スノイズを区別する。すなわち、本発明のマルチパスノイズ検出装置は、パルスノイズを
平滑化した信号とマルチパスノイズを平滑化した信号を所定の増幅率で増幅した信号とを
比較することによってパルスノイズが存在する期間を示す信号であるパルスノイズ判定信
号を生成し、遅延処理部から出力される信号について、パルスノイズ判定信号によってパ
ルスノイズを除去する処理を行った信号を生成する。そしてこのようにして生成された信
号に基づいて生成されるマルチパスノイズ検出信号に基づいて雑音除去処理を行うことで
、頻繁に雑音除去処理が動作してしまうことがなくなり、これにより再生信号の品質が著
しく低下してしまうのを防ぐことができる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、パルスノイズが存在する場合でもマルチパスノイズのみを確実に検出
することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の一実施形態につき詳細に説明する。図１に本発明の一実施形態として説
明するＦＭ受信装置１の構成を示している。同図に示すＦＭ受信装置１は、ＦＭ放送の放
送電波等の電波を受信するアンテナ１０、同調及び受信信号の高周波増幅を行うとともに
受信信号を中間周波数の信号（以下、中間周波信号という。）に変換するフロントエンド
回路１１（ＦＥ回路）、中間周波信号の電界強度に応じてフロントエンド回路１１におけ
る高周波増幅利得を制御するＡＧＣ回路１２（AGC：Automatic Gain Control）、中間周
波信号の増幅を行う増幅回路やリミッタ回路を含むＩＦ段信号処理回路１３、中間周波信
号を復調するＦＭ検波回路１４、ＡＧＣ回路１２から出力される中間周波信号に基づいて
、中間周波信号の電界強度に対応する交流信号（Ｓ－ＡＣ）及び直流信号（Ｓ－ＤＣ）を
出力するＳメータ１５、交流信号（Ｓ－ＡＣ）に基づいてマルチパスノイズの存在有無を
示す信号であるマルチパスノイズ検出信号を出力するマルチパスノイズ検出部１６（マル
チパスノイズ検出装置）、復調信号、マルチパスノイズ検出信号、及び直流信号（Ｓ－Ｄ
Ｃ）が入力され、ＦＭ検波回路１４から出力される復調信号のうちマルチパスノイズが含
まれる期間における信号を減衰させるコンポジット段信号処理回路１７、コンポジット段
信号処理回路１７から出力される信号についてマトリクス処理を行って主チャンネル信号
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（Ｌ＋Ｒ）及び副チャンネル信号（Ｌ－Ｒ）を出力するステレオ復調回路１８、ＡＧＣ回
路１２から出力される中間周波信号に含まれるイグニッションノイズやミラーノイズなど
のパルスノイズの存在を示す信号であるパルスノイズ検出部１９、パルスノイズ検出信号
に基づいてステレオ復調回路１８から出力される主チャンネル信号（Ｌ＋Ｒ）及び副チャ
ンネル信号（Ｌ－Ｒ）に含まれるパルスノイズを除去するノイズキャンセラ２０、主チャ
ンネル信号（Ｌ＋Ｒ）及び副チャンネル信号（Ｌ－Ｒ）からＬ信号及びＲ信号を生成する
オーディオ段信号処理回路２１を含んで構成されている。
【００１３】
　オーディオ段信号処理回路２１には、Ｓメータ１５から出力される直流信号（Ｓ－ＤＣ
）及びマルチパスノイズ検出部１６から出力されるマルチパスノイズ検出信号が入力され
る。オーディオ段信号処理回路２１は、これらの信号に基づいて、主チャンネル信号と副
チャンネル信号の分離度を変化させるセパレーション処理を行うＳＰ処理部２１１（SP: 
separation）や高周波成分を除去することによりＳ／Ｎ比を改善するハイカット処理を行
うＨＣ処理部２１２（HC:High Cut）を有している。
【００１４】
　図２にＤＳＰ（Digital Signal Processor）を用いて実現されるマルチパスノイズ検出
部１６の構成を示している。マルチパスノイズ検出部１６は、アナログの交流信号（Ｓ－
ＡＣ）をデジタル信号に変換するＡ／Ｄコンバータ１６０、Ａ／Ｄコンバータ１６０から
出力されるデジタル信号を包絡線検波した信号（以下、エンベロープ信号という。）を出
力するエンベロープ検出部１６１、エンベロープ信号に含まれているノイズ成分（マルチ
パスノイズ及びパルスノイズを含む）に対応する周波数帯域の信号を選択するバンドパス
フィルタ１６２、後述するパルスノイズキャンセル部１６３、パルスノイズキャンセル部
１６３から出力される信号に時定数制御を行ってマルチパスノイズ検出信号を生成する時
定数制御部１６４を含んで構成されている。
【００１５】
　図３Ａにパルスノイズキャンセル部１６３の構成を示している。パルスノイズキャンセ
ル部１６３は、後述する平滑化処理部１６３２における処理時間だけエンベロープ信号を
遅延させる遅延処理部１６３１、エンベロープ信号の移動平均を求めることによりエンベ
ロープ信号を平滑化する平滑化処理部１６３２、平滑化処理部１６３２から出力される信
号を増幅する増幅部１６３３、遅延処理部１６３１から出力される信号と増幅部１６３３
から出力される信号とを比較して、遅延処理部１６３１から出力される信号が増幅部１６
３３から出力される信号よりも大きい期間にパルスノイズが存在することを示す論理値を
とり、上記期間以外の期間においてパルスノイズが存在しないことを示す論理値をとる信
号であるパルスノイズ判定信号を出力するパルスノイズ判定部１６３４、遅延処理部１６
３１から出力される信号についてパルスノイズ判定信号によって特定されるパルスノイズ
が存在する期間について、当該期間の前又は後の期間における信号波形に基づいて補間す
ることによりパルスノイズを除去する処理を行うノイズキャンセル処理部１６３５、を含
んで構成されている。なお、上記パルスノイズが存在することを示す論理値は「１」であ
り、パルスノイズが存在しないことを示す論理値は「０」であるものとする。
【００１６】
　次に図３Ｂ及び図３Ｃとともに図３Ａに示すパルスノイズキャンセル部１６３の動作に
ついて詳述する。図３Ｂはバンドパスフィルタ１６２から出力される信号にパルスノイズ
が含まれていない場合にパルスノイズキャンセル部１６３の構成要素の各部から出力され
る信号の波形を模式的に示したものである。同図において、（ａ）に示す波形は図３Ａに
示すバンドパスフィルタ１６２から出力される信号の波形である。（ｂ）に示す波形は（
ａ）に示す波形が入力された場合に遅延処理部１６３１から出力される信号の波形であり
、（ａ）に示す信号を平滑化処理部１６３２における処理時間だけ遅延させた波形になっ
ている。（ｃ）に示す波形は平滑化処理部１６３２から出力される信号の波形であり、（
ａ）に示す信号を平滑化した波形になっている。
【００１７】
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　（ｄ）に示す波形のうち、実線で示した波形は増幅部１６３３から出力される信号の波
形であり、破線で示す入力波形を所定の増幅率で増幅した波形になっている。（ｅ）に示
す波形はパルスノイズ判定部１６３４から出力される信号（以下、判定フラグと称する。
）の波形である。本例では（ｂ）に示す波形の出力レベルが（ｄ）に示す波形の出力レベ
ル以上となる場合はないので、判定フラグの値（論理値）は常に「０」である。（ｆ）に
示す波形はノイズキャンセル処理部１６３５から出力される信号の波形であり、ここでは
（ｅ）に示す波形より判定フラグの値は常に「０」であるので、ノイズキャンセル処理部
１６３５による補間は行われず、（ｂ）に示す波形がそのままノイズキャンセル処理部１
６３５から出力されている。
【００１８】
　図３Ｃはバンドパスフィルタ１６２から出力される信号にパルスノイズが含まれている
場合にパルスノイズキャンセル部１６３の構成要素の各部から出力される信号の波形を模
式的に示したものである。同図において、（ａ）に示す波形は図３Ａに示すバンドパスフ
ィルタ１６２から出力される信号の波形である。（ｂ）に示す波形は（ａ）に示す波形が
入力された場合に遅延処理部１６３１から出力される信号の波形であり、（ａ）に示す信
号を平滑化処理部１６３２における処理時間だけ遅延させた波形になっている。（ｃ）に
示す波形は平滑化処理部１６３２から出力される信号の波形であり、（ａ）に示す信号を
平滑化した波形になっている。
【００１９】
　（ｄ）に示す波形のうち実線で示す波形は増幅部１６３３から出力される信号の波形で
あり、破線で示す入力波形が所定の増幅率で増幅されている。（ｅ）に示す波形はパルス
ノイズ判定部１６３４から出力される信号（以下、判定フラグと称する。）の波形である
。本例では（ｂ）に示す波形の出力レベルが（ｄ）に示す波形の出力レベル以上となる期
間において判定フラグの値（論理値）が常に「１」になっている。（ｆ）に示す波形はノ
イズキャンセル処理部１６３５から出力される信号の波形であり、本例では判定フラグの
値が「１」になっている期間についてノイズキャンセル処理部１６３５による補間が行わ
れるため、（ｂ）に示す波形からパルスノイズが除去された波形になっている。
【００２０】
＜処理説明＞
　次に、図４Ａ乃至図４Ｃに示す波形図とともに、図２に示すマルチパスノイズ検出部１
６によって行われる処理について説明する。
【００２１】
　図４Ａはエンベロープ検出部１６１にマルチパスノイズ又はパルスノイズを含んだ交流
信号（Ｓ－ＡＣ）が入力された場合にバンドパスフィルタ１６２から出力される信号の一
例である。
【００２２】
　図４Ｂは、図４Ａに示す信号が入力された場合にパルスノイズキャンセル部１６３から
出力される信号の波形である。また図４Ｃは、図４Ｂに示す信号が入力された場合に時定
数制御部１６４から出力される信号（マルチパスノイズ検出信号）の波形である。これら
の図に示すように、パルスノイズキャンセル部１６３によってパルスノイズが減衰されて
いることがわかる。一方、マルチパスノイズについては、図４Ａに示す入力信号の波形と
図４Ｃに示す出力信号の波形との間に殆ど差がみられないことがわかる。
【００２３】
　図５Ａは、パルスノイズキャンセル部１６３にマルチパスノイズのみを含んだ信号が入
力された場合に、遅延処理部１６３１、平滑化処理部１６３２、及び増幅部１６３３のそ
れぞれから出力される信号の一例である。図５Ｂは、遅延処理部１６３１、平滑化処理部
１６３２、及び増幅部１６３３のそれぞれから図５Ａに示す信号が出力された場合にパル
スノイズ判定部１６３４から出力されるパルスノイズ判定信号の一例である。図５Ｂに示
すように、パルスノイズキャンセル部１６３にマルチパスノイズのみを含んだ信号が入力
された場合でも、パルスノイズ判定信号は常に「０」、すなわち、パルスノイズが存在し
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ないことを示す論理値となっている。
【００２４】
　図６Ａは、パルスノイズキャンセル部１６３にパルスノイズのみを含んだ信号が入力さ
れた場合に遅延処理部１６３１、平滑化処理部１６３２、及び増幅部１６３３のそれぞれ
から出力される信号の一例である。また図６Ｂは、遅延処理部１６３１、平滑化処理部１
６３２、及び増幅部１６３３のそれぞれから図６Ａに示す信号が出力された場合にパルス
ノイズ判定部１６３４から出力されるパルスノイズ判定信号の一例である。図６Ｂに示す
ように、パルスノイズキャンセル部１６３にパルスノイズのみを含んだ信号が入力された
場合、パルスノイズ判定信号はパルスノイズが存在する期間では「１」、すなわち、パル
スノイズが存在することを示す論理値になっている。
【００２５】
　このように、パルスノイズキャンセル部１６３は、パルスノイズが存在する期間につい
てはパルスノイズが存在することを示す論理値をとり、それ以外の期間ではパルスノイズ
が存在しないことを示す論理値をとる。またパルスノイズキャンセル部１６３から出力さ
れるマルチパスノイズ検出信号は、マルチパスノイズが存在する場合でも、パルスノイズ
が存在しない限り変化しない。そして、ノイズキャンセル処理部１６３５は、パルスノイ
ズ判定信号に基づいてパルスノイズが存在する期間について補間処理を行いパルスノイズ
を除去する。これによりパルスノイズキャンセル部１６３からはパルスノイズが除去され
たマルチパスノイズのみを含む信号（図４Ｂ）が出力される。
【００２６】
　時定数制御部１６４は、パルスノイズキャンセル部１６３から出力される上記信号に対
して時定数制御を行って、マルチパスノイズ検出信号を生成する。そしてこのマルチパス
ノイズ検出信号は、コンポジット段信号処理回路１７やオーディオ段信号処理回路２１に
供給され、コンポジット段信号処理回路１７によるマルチパスノイズが含まれる期間にお
ける信号を減衰させる処理、オーディオ段信号処理回路２１におけるセパレーション処理
、及びハイカット処理などの各種雑音除去処理に利用されることになる。
【００２７】
　以上、本発明の一実施形態につき詳細に説明したが、上述した実施形態の説明は本発明
の理解を容易にするためのものであり、本発明を限定するものではない。本発明はその趣
旨を逸脱することなく、変更、改良され得ると共に本発明にはその等価物が含まれること
は勿論である。例えば、上記平滑化処理部１６３２は、移動平均を求めるのに代えて、こ
れをローパスフィルタで構成した場合でも同様の効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の一実施形態によるＦＭ受信装置１の構成を示す図である。
【図２】本発明の一実施形態によるマルチパスノイズ検出部１６の構成を示す図である。
【図３Ａ】本発明の一実施形態によるパルスノイズキャンセル部１６３の構成を示す図で
ある。
【図３Ｂ】本発明の一実施形態による、入力信号にパルスノイズが含まれていない場合に
パルスノイズキャンセル部１６３の構成要素の各部から出力される信号の波形を模式的に
示した図である。
【図３Ｃ】本発明の一実施形態による、入力信号にパルスノイズが含まれている場合にパ
ルスノイズキャンセル部１６３の構成要素の各部から出力される信号の波形を模式的に示
した図である。
【図４Ａ】本発明の一実施形態によるエンベロープ検出部１６１に交流信号（Ｓ－ＡＣ）
が入力された場合にバンドパスフィルタ１６２から出力される信号の一例である。
【図４Ｂ】図４Ａに示す信号が入力された場合にパルスノイズキャンセル部１６３から出
力される信号の波形である。
【図４Ｃ】図４Ｂに示す信号が入力された場合に時定数制御部１６４から出力されるマル
チパスノイズ検出信号の波形である。
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【図５Ａ】本発明の一実施形態によるパルスノイズキャンセル部１６３にマルチパスノイ
ズのみを含んだ信号が入力された場合に、遅延処理部１６３１、平滑化処理部１６３２、
及び増幅部１６３３のそれぞれから出力される信号の一例である。
【図５Ｂ】遅延処理部１６３１、平滑化処理部１６３２、及び増幅部１６３３のそれぞれ
から図５Ａに示す信号が出力された場合にパルスノイズ判定部１６３４から出力されるパ
ルスノイズ判定信号の一例である。
【図６Ａ】本発明の一実施形態によるパルスノイズキャンセル部１６３にパルスノイズの
みを含んだ信号が入力された場合に遅延処理部１６３１、平滑化処理部１６３２、及び増
幅部１６３３のそれぞれから出力される信号の一例である。
【図６Ｂ】遅延処理部１６３１、平滑化処理部１６３２、及び増幅部１６３３のそれぞれ
から図６Ａに示す信号が出力された場合にパルスノイズ判定部１６３４から出力されるパ
ルスノイズ判定信号の一例である。
【図７】マルチパスノイズを除去する仕組みを備えたＦＭ受信装置１の一例である。
【図８】図７のＦＭ受信装置１におけるマルチパスノイズ検出部１６の構成である。
【図９】バンドパスフィルタ１６２から出力される波形の一例である。
【図１０】マルチパスノイズ検出部１６から出力されるマルチパスノイズ検出信号の一例
である。
【符号の説明】
【００２９】
　１　ＦＭ受信装置
　１１　フロントエンド回路
　１２　ＡＧＣ回路
　１３　ＩＦ段信号処理回路
　１４　ＦＭ検波回路
　１５　Ｓメータ
　１６　マルチパスノイズ検出部
　１６１　エンベロープ検出部
　１６３　パルスノイズキャンセル部
　１６３１　遅延処理部
　１６３２　平滑化処理部
　１６３３　増幅部
　１６３４　パルスノイズ判定部
　１６３５　ノイズキャンセル処理部
　１７　コンポジット段信号処理回路
　１８　ステレオ復調回路
　１９　パルスノイズ検出部
　２１　オーディオ段信号処理回路
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